
Ｏ島根県建築基準法施行細則第１１条の３

(ろ) (は) (に)
垂直積雪量 標高 垂直積雪量

(単位 メートル) (単位 メートル) (単位 メートル)
旧浜田市の区域 0.68 20 (L－20)×0.0036＋0.68
旧金城町の区域 1.27 210 (L－210)×0.0036＋1.27
旧旭町の区域 1.42 273 (L－273)×0.0036＋1.42
旧弥栄村の区域 1.82 375 (L－375)×0.0036＋1.82
旧三隅町の区域 0.57 11 (L－11)×0.0036＋0.57
旧益田市の区域 0.55 7 (L－7)×0.0036＋0.55
旧美都町の区域 1.03 165 (L－165)×0.0036＋1.03
旧匹見町の区域 1.37 280 (L－280)×0.0036＋1.37
旧大田市の区域 0.60 15 (L－15)×0.0036＋0.60
旧温泉津町の区域 0.69 26 (L－26)×0.0036＋0.69
旧仁摩町の区域 0.60 4 (L－4)×0.0036＋0.60
旧安来市の区域 0.52 1 (L－1)×0.0036＋0.52
旧広瀬町の区域 0.55 30 (L－30)×0.0036＋0.55
旧伯太町の区域 0.51 23 (L－23)×0.0036＋0.51
旧江津市の区域 0.62 11 (L－11)×0.0036＋0.62
旧桜江町の区域 0.58 30 (L－30)×0.0036＋0.58
旧大東町の区域 0.60 50 (L－50)×0.0036+0.60
旧加茂町の区域 0.62 39 (L－39)×0.0036+0.62
旧木次町の区域 0.57 40 (L－40)×0.0036+0.57
旧三刀屋町の区域 0.59 45 (L－45)×0.0036+0.59
旧吉田村の区域 1.67 370 (L－370)×0.0036+1.67
旧掛合町の区域 1.15 215 (L－215)×0.0036+1.15
旧仁多町の区域 1.15 234 (L－234)×0.0036＋1.15
旧横田町の区域 1.61 369 (L－369)×0.0036＋1.61
旧頓原町の区域 1.82 421 (L－421)×0.0036＋1.82
旧赤来町の区域 1.75 403 (L－403)×0.0036＋1.75

0.87 132 (L－132)×0.0036＋0.87
旧邑智町の区域 0.68 72 (L－72)×0.0036＋0.68
旧大和村の区域 0.64 94 (L－94)×0.0036＋0.64
旧羽須美村の区域 0.68 114 (L－114)×0.0036＋0.68
旧瑞穂町の区域 1.48 327 (L－327)×0.0036＋1.48
旧石見町の区域 1.11 210 (L－210)×0.0036＋1.11
旧津和野町の区域 0.98 165 (L－165)×0.0036＋0.98
旧日原町の区域 0.68 76 (L－76)×0.0036＋0.68
旧柿木村の区域 1.03 195 (L－195)×0.0036＋1.03
旧六日市町の区域 1.40 310 (L－310)×0.0036＋1.40

0.92 3 (L－3)×0.0036＋0.92
0.96 15 (L－15)×0.0036＋0.96
1.00 23 (L－23)×0.0036＋1.00

旧西郷町の区域 1.00 26 (L－26)×0.0036＋1.00
旧布施村の区域 0.97 17 (L－17)×0.0036＋0.97
旧五箇村の区域 0.96 15 (L－15)×0.0036＋0.96
旧都万村の区域 0.97 18 (L－18)×0.0036＋0.97

島根県の積雪荷重

大田市

安来市

 政令第８６条第３項の規定により特定行政庁が定める数値は、次の表の（い）欄に掲げる区域の区分
に応じ、（は）欄に掲げる標高の区域においては（ろ）欄に掲げる数値とし、（は）欄に掲げる標高の区域
以外の区域においては（に）欄に掲げる数値とする。

(い)
区域

浜田市

益田市

吉賀町

海士町

江津市

雲南市

奥出雲町

飯南町

川本町

美郷町

邑南町

津和野町

西ノ島町
知夫村

隠岐の島
町

次頁へ続く



2　政令第86条第2項ただし書の規定による多雪区域は、前項の垂直積雪量が1メートル以上の区域とす

3　前項の多雪区域における積雪の単位荷重は、次の表の数値以上としなければならない。

300

垂直積雪量

※松江市・出雲市の区域については、各市の規則にて別途定められています。各市担当課へお問い合
わせください。

積雪1センチメートル当たりの単位荷重

(単位　1平方メートルにつきニュートン)
20
28
30
32

(単位　センチメートル)
100
150

33
35

ただし、中間値は直線的に補間する。

200
250

400以上


